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生物のMPs摂取に関する国別研究論文数[1]

研究背景

論
文
数

（上位20か国および日本における2019年までの集計）

[1] Wong et al., 2020 をもとに作成

国内知見の不足
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鶴見川河口生態系のMPs汚染[2]

研究背景

[2] Tanoiri et al. として Env. Sci. Technol 誌に投稿予定です

カニにおける最高濃度のMPs摂取
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論文投稿中の内容でございますため、
資料の公開は当日のみとさせていただきたいと存じます



タカノケフサイソガニ Hemigrapsus takanoi

研究背景

[3] 環境省自然環境局の全国157か所の干潟調査（2007）において確認された種のうち最多の107か所で出現

干潟で最もよく見られる

底生動物[3]

分布：東アジア・欧米（外来）
食性：付着藻類 ・二枚貝

なぜMPsを摂取するのか？



本研究の仮説
研究背景

MPsの特異性に着目 カニの餌に着目

疎水性
→油吸着

物理的な
柔軟性

「おいしい」？

誤認仮説

？

ベクター仮説



研究目的
研究背景

誤認仮説の検証：MPsは美味しいのか？

①吸着油分の成分分析（FTIR→GCMS）
②柔軟性と取り込み量の差異（摂餌実験）

ベクター仮説の検証：MPsは餌に含まれているか？

③餌資源特定（脂肪酸バイオマーカー）
④餌資源中MPsの定量・定性（顕微FTIR）



材料と方法
①吸着油分の成分分析

MPs成分分析
ATR-FTIR

油分抽出
ソックスレー抽出

溶媒：テトラヒドロフラン
(THF) 

分離・定量
HPTLC

試料採取
鶴見川河口干潟

凍結乾燥

ふるい分け: 2-5 mm

油分成分分析
GCMS

5 kg 深さ： 1 cm 

堆積物



結果
①吸着油分の成分分析

HPTLC
脂質 鉱物油

GCMS

脂質分（ごく微量）
パルミチン酸(16:0)
ステアリン酸(18:0)
オレイン酸(18:1ω9)

鉱物油
鎖式飽和炭化水素
多環芳香族炭化水素(PAHs)
→重油と推定

PAHs はヨコエビにおいて忌避効果が確認[4]

[4] Lotufo, 1997



研究目的
①吸着油分の成分分析

誤認仮説の検証：MPsは美味しいのか？

①吸着油分の成分分析（FTIR-GCMS）
②柔軟性と取り込み量の差異（摂餌実験）

ベクター仮説の検証：MPsは餌に含まれているか？

③餌資源特定（脂肪酸バイオマーカー）
④餌資源中MPsの定量・定性（顕微FTIR）



材料と方法
②柔軟性と取り込み量の差異

MPs 定量
HPTLC

人工MPsの作成
（ポリスチレン破片）

摂餌実験

Soft

Hard

Control
Hard
MPs

Soft
MPs

5 日 / 個体 / 無給餌



結果
②柔軟性と取り込み量の差異

Female
Male

n=4 per each
摂取率

Hard: 50%  Soft: 100%

摂取量 /g-体重

Softにおける顕著な取り込み
(ANOVA, p < 0.01)

物理的柔軟性によるMPs摂取誘発

論文投稿中の内容でございますため、
資料の公開は当日のみとさせていただきたいと存じます



研究目的
②柔軟性と取り込み量の差異

誤認仮説の検証：MPsは美味しいのか？

①吸着油分の成分分析（FTIR-GCMS）
②柔らかいとよく食べる

ベクター仮説の検証：MPsは餌に含まれているか？

③餌資源特定（脂肪酸バイオマーカー）
④餌資源中MPsの定量・定性（顕微FTIR）



材料と方法
③餌資源特定

餌候補の決定

脂肪酸組成分析

粗脂肪抽出
脂肪酸

メチルエステル精製
GC分析

定量的脂肪酸

標識分析[5]

色素分析
胃内容物抽出物

カルバック・ライブラー情報量を
最小とする餌組成の最尤推定

バーチャル餌組成 捕食者

試料採取
鶴見川河口干潟

[5] Iverson et al., 2004 “Quantitative Fatty Acids Signature Analysis (QFASA)”



結果
③餌資源特定

6.8 mg

0.6 mg

0.5 mg /g-crab weight

堆積物中の
有機物

その他
（二枚貝など）

ホソアヤギヌ
Caloglossa

ogasawaraensis

[%]

主食は藻類

論文投稿中の内容でございますため、
資料の公開は当日のみとさせていただきたいと存じます



研究目的
②柔軟性と取り込み量の差異

誤認仮説の検証：MPsは美味しいのか？

①吸着油分の成分分析（FTIR-GCMS）
②柔らかいとよく食べる

ベクター仮説の検証：MPsは餌に含まれているか？

③主な餌資源は藻類・デトリタス・二枚貝
④餌資源中MPsの定量・定性（顕微FTIR）



材料と方法
④餌資源中MPsの定量・定性

前処理

化学処理
密度分離
減圧濾過

MPs 成分分析

顕微FTIR

質量推定

画像解析
+

3D モデル式

試料採取
鶴見川河口干潟

MPs抽出法の
開発

𝑚[µg] =
0.372𝜋𝛷𝑙𝛷𝑠

2𝜌

6 × 106

東京湾漂着MPsに
較正した

質量推定モデル作成

Tanoiri et al., 2021

詳細は別の学会で
発表させて
いただきます

特許出願済み
（田野入&横田, 
2022-128949）



結果
④餌資源中MPsの定量・定性

MPs濃度 [µg/g] ポリマー組成

7544

62.23

25.48

7.70

PE

PE

カニ

その他

ホソ
アヤギヌ

堆積物

組成比の
ユークリッド距離

38.73

87.61

88.20論文投稿中の内容でございますため、
資料の公開は当日のみとさせていただきたいと存じます



カニがMPs摂取に至る過程
考察

潮流

プラスチック製品

摂餌

餌？ 柔軟性 誤摂取

高次捕食者への拡散
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展望
考察

藻類からのMPs除去→効果的な生態影響防止？
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論文投稿中の内容でございますため、
資料の公開は当日のみとさせていただきたいと存じます



厚く御礼申し上げます

東京農工大学 高田秀重先生
北海道大学 安間洋樹先生
九州大学 中野知香先生
東京海洋大学
荒川久幸先生 内田圭一先生 壁谷尚樹先生 小林武志先生 寺原猛先生 芳賀穣先生 任恵峰先生

研究資金：
●笹川科学研究助成「ケフサイソガニのマイクロプラスチック摂取要因に係る油脂寄与の解明」
●河川基金助成一般研究者（一般的助成）「堆積物食性生物におけるマイクロプラスチックの取り込み実態解明」
●河川基金ジュニア研究助成「河口生態系におけるマイクロプラスチックの取り込み実態及び動態解明」

本スライドで使用されている画像はイラスト AC/ フォト ACにて購入させていただいたものを含みます



THANK YOU FOR LISTENING


